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1) 対象とした患者試料と白血病細胞株                                       




2) 生細胞数の測定法                                      
96well プレート内の細胞に Cell Titer-GloTMLuminescent Cell Viability 
Assay 試薬を添加し、ATP をルシフェラーゼ反応で発光量として捉え 
評価した。発光量の測定には、Veritas Microplate Luminometer を使用 
した。 
3) アポトーシスの評価法 
アポトーシス細胞の割合は、propidium iodide（PI）染色後の DNA ヒストグ
ラムと Caspase-Glo 3/7 Assay で解析した。  
4) STYK1 遺伝子導入細胞の作製法     
HL-60細胞への STYK1遺伝子発現 pCMV6ベクター（pCMV6-STYK1）
の導入は、エレクトロポレーション法で行った。比較対照には、STYK1 遺
伝子を含まない pCMV6 ベクター（pCMV6-Mock）を用いた。  
5) 遺伝子発現の評価法                                  
STYK1 mRNAの発現は、18S rRNAを内部標準とし、TaqMan RT-PCR 
法で定量化した。 




7) STYK1 遺伝子発現ベクター導入による遺伝子発現変化の解析法 
pCMV6-STYK1 と pCMV6-Mock を導入した HL-60細胞における遺伝
子発現の変化は、Agilent SurePrint G3 Human GE 8×60K マイクロアレ
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論文題名 
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結果の要旨 
本研究では、白血病細胞に STYK1遺伝子を導入した際の抗癌剤感受性の変化を調べ、機
序解析も行った。さらに、急性白血病患者を対象とし、治療前の末梢血あるいは骨髄血中
の STYK1 mRNAの発現量を解析し、抗癌剤治療効果の予測が可能か否か検討した。その
結果、STYK1が、アポトーシスの抑制を介して抗癌剤耐性を誘導することが明らかになっ
た。また、その機序として、複数のチロシンキナーゼ、NF-kB活性化分子や幹細胞複製分
子の発現増強が示唆された。さらに、急性白血病患者において、治療不能(NR)群では完全
寬解(CR)群に比べ、治療前の STYK1 mRNAの発現が有意に高く、抗癌剤の治療効果予測
に有用なことを見出した。 
本研究の成果は、急性白血病の治療効果予測における STYK1の有用性に関する新知見で
あり、博士論文に値すると審査委員全員から評価を頂いた。 
 
